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　平成 15年 10月から工事が進められていた菊池
広域連合汚泥再生処理センターの投入式が同セン
ターであり、関係者など約 60人が参加しました。
　式では、福村連合長が「この施設が長く利用さ
れることを願います」とあいさつし、神事が行わ
れました。
　この施設は、菊池広域連合が総工事費約 34
億１千万円をかけて建設し、鉄筋コンクリート地
上２階、地下１階建てで、延べ床面積は 4347 ㎡
です。
　この日から菊池市のし尿搬入が始まり、８月か
らは、菊池郡市全域からの搬入が行われます。

7月8日(金)
菊池広域連合汚泥再生処理センター投入式
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　「こくみんねんきんイメージはがきコンテスト」の作品を
募集します。
　皆さんからのたくさんの応募をお待ちしています。
応募資格　中学生および小学生（４・５・６年）
応募規定
　自作未発表作品で、はがき（またははがきサイズの用紙）
を使用してください。
　テーマは「明るく親しみのある国民年金」または国民年金
は「世代と世代の支えあい」で成り立っていることを表現し
たものとします。
　画材は自由です（パステル・水彩・アクリル・色鉛筆・切
り絵など）。ただし、立体物は不可とします。
応募方法
　作品を描いたはがき（またははがきサイズの用紙）に住所、
氏名、年齢、電話番号、学校名、学年を明記して、郵送また
は持参してください。応募作品は返却しません。
　１人何点でも応募できます。（学校・クラスでまとめて送
付可）
応募先　〒 860-8559　熊本市辛島町 5-1

　熊本社会保険事務局年金課内
　「イメージはがきコンテスト」係
　または、菊池市役所市民課市民年金係、
　県内各社会保険事務所
締め切り　９月 16日（金）当日消印有効
入　賞
　中学生部門および小学生部門は次のとおりとします。
　最優秀賞・・・・・１点（賞状および記念品）
　優 秀 賞・・・・・３点（　　　〃　　　）
　入　　選・・・・・10点（　　　〃　　　）
　佳　　作・・・・・10点（　　　〃　　　）
　参 加 賞・・・・・応募者全員（記念品）
発　表　入賞者に直接通知し、広報紙などで発表します。
その他
　入賞作品は、鶴屋百貨店「ふれあいギャラリー」にて展示
します。
問い合わせ先
　熊本社会保険事務局年金課給付企画係
　☎ 096（211）0763

国民年金
情　　報
国民年金
情　　報
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6月27日（月）
ななしろ会（旧七城町退職校長会）美化作業
　ななしろ会（旧七城町退職校長会）の会員が、鴨川
河畔公園の美化作業を行いました。
　河川や公園の植え込みの中の空き缶・ビンやごみを
回収し、作業開始から１時間半後には、軽トラック１
台分相当のごみが集まりました。
　会長の國友昭久さんは「公園利用者のマナーの悪さ
や自動車からのポイ捨ての多さを実感しました。マ
ナーの改善をしてもらいたいです」と話されました。
　この会では、環境美化と地域振興に寄与するボラン
ティア活動が毎年行われています。
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　７月８日付けで、教育委員会委員・監査委員・公平委員会委員・固定
資産評価審査委員会委員が就任し、同日辞令の交付がありました。
　各委員は、次のとおりです。（順不同・敬称略）
教育委員会委員　荒木孝子、久川寛實、水上玲子、茅嶋祐一、田中忠彦
監査委員　宮川貞雄、横田輝雄
公平委員会委員　白井幹郎、針　鐵男、山田武人
固定資産評価審査委員会委員　中田一幸、冨田和子、加藤浩介、山田三男、
　大島弘美

7月8日（金）教育委員会委員・監査委員・公平委員会委員・固定資産評価審査委員会委員が就任

福村市長から、辞令を受ける各委員

　七城中学校の学校田で、全校生徒 187 人が田植
え体験をしました。
　生徒たちは、秋の収穫を楽しみに、昔ながらの手
作業で丁寧に１株１株を植えていました。
　この体験は、保護者の皆さんの協力で、米を生産
することの大変さや食べ物の大切さ、自然とのふれ
あいを目的に十数年前から行われています。

6月29日（水）七城中学校で田植え 7月13（水）
韓国・淸原郡訪問団、菊池市役所訪問
～教育・スポーツなどの交流促進を目指して～
　菊池市との交流を深めるため、韓国淸原郡から首
長に当たる呉

オ

郡守を団長とする訪問団 16人が菊池
市役所を訪れました。
　市役所玄関では、チマチョゴリ姿の市職員が花束
を持って「アンニョン ハセヨ」と出迎え、歓迎会では、
今後の交流（小中学生の交流、スポーツ交流、観光
交流、伝統文化の交流など）について、熱心に意見
が交わされました。
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